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1.はじめに 
沿岸域には約3000の漁港および約5000の集落

が存在する。多くの沿海集落は、漁港周辺に漁港

施設・公共施設・住居が集積する高密集住空間で

ある。個々の生活者は高密度な居住空間において

も漁業生産活動およびその生活空間を通じて、個

と集団との関係に適正な「距離感覚」を有してい

る。これらのスペーシングによって、個我生活を

確保し、かつ家族生活を維持しつつ、近隣社会と

の共同的生活を持続している。 
山本・宮崎（2004）は、離島集落（答志・和具・

桃取・菅島）を対象に集落の空間構造・地域特性

および営む漁業形態の差異等と「距離感覚」の関

係性を検討している1)。そして、以下の 2つの概
念を設定し、分析を進めている。 
a)常態位置：住居内部空間での日常生活において、
利用する頻度が高く、使用・滞在時間が長い個人

の特定の位置 
・「D」(Docking position)：家族集合空間（常居）
での団欒・食事等を行う世帯主の常態位置 
・「H」(Housekeeping position)：家事・作業空間（
カッテ

● ● ●

）での家事や漁具の手入れ等の生産作業を

行う主婦の常態位置 
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Fig.1-1 阿曽浦       Fig.1-2 相賀浦 

Tab.1 研究対象集落の概要 
答志 和具 桃取 菅島 阿曽浦 相賀浦

集落内の全世帯数 356世帯 153世帯 261世帯 215世帯 500世帯 325世帯
調査世帯数 70世帯 42世帯 51世帯 47世帯 54世帯 34世帯
有効世帯数 68世帯 41世帯 46世帯 39世帯 53世帯 32世帯

全世帯数に対する有効世帯数の割合 19.1% 26.8% 17.6% 18.1% 10.6% 9.2%
人口 1500人 601人 995人 848人 1314人 937人
漁業形態 純漁村 主漁従農村 半農半漁村 純漁村 純漁村 半農半漁村

属人漁獲量 4,725t 1,261t 2,772t 1,514t 1,057t 689t
属地陸揚量 3,823t 1,690t 2,772t 1,597t 1,028t 214t
漁港種別 第2種 第1種 第2種 第2種 第2種 第2種

※平成12年国勢調査、平成14年港勢調査

・「N」(Neighborhood position)：外部環境との接
点である近隣交流空間（オモテ

● ● ●

）での近所の常態

位置 
b）常態間距離：常態位置同士の物理的空間距離 
既往研究の結果、①離島集落での常態位置は、

漁業生産の占める割合が高いほど屋外空間に近

接する傾向がある②離島集落での常態間距離は、

漁業生産の占める割合が高い集落ほど家族同士

よりも近所との方が短く、その割合が低いほど家

族同士の方が近所よりも短くなる傾向があるこ

と等を明らかにしている。 
本研究は、既往研究で得られた離島集落での距

離感覚と空間構造の関係性が沿海集落において

一般的であるのか、あるいは個別的であるのかを

検討することにより、今後の沿海集落での高密集

住を支える仕組みを探求しようとしている。 
 
2.研究対象集落の概要 
本研究では、既往研究での研究対象地と比較的

類似した環境である三重県度会郡の南島町阿曽

浦集落と南勢町相賀浦集落の 2 つの集落を研究
対象地としている（Fig.1-1・Fig.1-2）。 
両集落とも四方を海または山・崖等に囲まれて

おり、他の地域からの孤立性が高い。阿曽浦は

山・崖により集落空間が 2つに分断されており、
その分岐点に漁協や公共施設などの中核的施設

が存在する。相賀浦の地形的・空間的構造は菅島

と類似しており、磯・浜に漁協・店舗・公共施設

などの中核的施設が存在する。 
両集落の漁業形態や集落空間の構成などの概

要を Tab.1にまとめる。 



3.常態位置と住居の平面構成・周辺環境条件 
Fig.2 は住居内部空間と外部環境との接点であ

るオモテ
● ● ●

（「N」）から住居内部をみた場合の常態
位置（「D」「H」）の位置関係を、常態位置の配列
に応じて分類したものである。これをもとに、両

集落の常態位置の型別占有率を算出した（Fig.3）。 
阿曽浦・相賀浦では、離島集落では少数である

C TYPE・D TYPEが多く存在する。それに対して、
離島集落において主要な型であるA TYPE・B 
TYPEは阿曽浦・相賀浦では少数である。これは
両集落の住居の平面構成との関連が考えられる。

Fig.4-1・Fig.4-2は阿曽浦・相賀浦の代表的な住居
平面図である。離島集落では家事・作業空間の中

心となる水廻りがオモテ
● ● ●

側に位置して路地空間

に面することが多い。そのため、「H」もまた外
部空間に近接することが多く、「D」は「H」と近
接するとともに外部の状況を容易に視認できる

場所に位置することが多い。 
一方、阿曽浦・相賀浦では家事・作業空間であ

る水廻りは出入り口から住居内部をみて奥側に

位置することが多い（Fig.4-1・Fig.4-2）。それに
関連して、「H」もまた住居奥側に位置している。     
阿曽浦では「D」はオモテ

● ● ●

側に位置することが
N N N

NN

N

N N
D H
H D

H

D

D DH H

HH H

DDD

A type

B type

C type

E type

D
H

N

N

DH

H
D

N
HN HND

N

H

D N

H

D

N

H
DD type

N

D
H

H

D
N

D

アプローチ方向を示す

「N」からみた
「D」「H」の位置を示す

※アプローチ方向から、
横軸を間口方向、
縦軸を奥行き方向とする。

N H

DH
N
D

N

D H

N

H
D

N
D
H

N

H

D

E typeC typeB type

E type A type D type

住居群としての常態位置
　　　（概念図）

路地

 

Fig.2 常態位置の型 
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Fig.3 常態位置の型別の占有率 
 
Fig.4-1 阿曽浦 SN36（C TYPE） 

 
Fig.4-2 相賀浦 SN6（D TYPE） 

Fig.5-1 阿曽浦常態位置地図 

Fig.5-2 相賀浦常態位置地図 



多く、屋外空間での様子を容易に把握することが

できる。相賀浦での「D」は「H」との結びつき
が強く、近接することが多い。 

Fig.5-1・Fig.5-2は常態位置の型を総体的に把握
したものである。両集落とも近隣の住居同士で同

様の常態位置の型となることが多く、連帯的に結

びついて集住単位を形成している。 
 
4.個々の生活者が持つ集団との「距離感覚」 
4.1「常態間距離」の算出 

Fig.6 は集落ごとの常態間距離の平均値を算出
した結果である。既往研究において、離島集落で

の常態間距離は、漁業生産の占める割合が高い集

落ほど家族同士より近所との方が短く、その割合

が低い集落ほど家族同士の方が近所より短い傾

向がみられることを把握した（住居内部空間での

「D」「H」は漁業生産の占める割合が高い集落ほ
ど屋外空間に近接している）。 
阿曽浦・相賀浦での常態間距離の平均値は、

D-N距離・D-H距離はほぼ同等の距離であり、い
ずれも H-N 距離よりも短い。これにより、世帯
主の常態位置は家族同士の結びつきを維持しな

がら、近所とも同等の距離感覚を保とうとしてい

ると考えられる。 
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4.2「常態間距離」の評価 
エドワード・ホール(1966)は「Proxemics」とい

う概念を提唱し、様々な場面で個人が他者と接す

るときに使用する距離は 4種類あり、それぞれに
潜在する特性が異なることを見出した。 

Fig.6 常態間距離の平均値 4 種類の距離とは密接距離(0-45cm)・個体距離
(45cm-1.2m)・社会距離(1.2-3.6m)・公衆距離(3.6m

以上)であり、人はこれらの物理的空間距離を潜
在的に使い分けることで、他者との距離感覚を調

整することを見出した。以上の内容を踏まえ、常

態間距離に潜在する特性を評価することにより、

個と集団の距離感覚を検証する。 
 Fig.7 は集落ごとに各住居での生活者同士の常
態間距離をエドワード・ホールが提唱する距離別

に、該当する住居数を集計したものである。離島

集落では、答志では D-N 距離・H-N 距離が社会
距離・遠方相（2.1-3.6m）が最も多いのに対して、
他の 3集落では D-N距離・H-N距離・D-H距離
ともに公衆距離・近接相（3.6-7.5m）が最も多い。 
一方、阿曽浦（純漁村）の距離感覚は答志（純

漁村）の距離感覚と類似している。さらに、D-N
距離・D-H距離においては他の 5集落ではみられ
なかった個体距離・遠方相（75cm-1.2m）が存在
し、非常に短い物理的空間距離を保っている。こ

れは阿曽浦の漁業形態は答志と同様に純漁村で

あり、世帯主は漁船漁業を行うため常に近所や仕
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Fig.7 エドワード・ホールが提唱する 4つの距離別の占有率 



事仲間との連携が必要であるためと考えられる。 
相賀浦の漁業形態は半農半漁村であるため、家

族同士の距離（D-H距離）と世帯主と近所の距離
（D-N距離）はほぼ同等の物理的空間距離を保つ
ことで、共同的生活を持続している。 
以上より、離島集落での結果と同様に、漁業生

産の占める割合が高い集落ほど常態間距離は短

く、住居内部空間での常態位置「D」は屋外空間
に近接する傾向がある。 
 
5.総括 
本研究では、離島集落とは異なる地理・地形条

件・空間構成である沿海集落を対象に、個と集団

の「距離感覚」と空間的特性の関係性について検

討をした。以下に得られた知見をまとめる。 
Ⅰ：阿曽浦・相賀浦における常態位置の型は、離

島集落では少数である C TYPE・D TYPEが多く
存在し、逆に離島集落において主要な型である A 
TYPE・B TYPEは少数である。 
Ⅱ：常態位置の型を総体的に把握した結果、両集

落とも近隣の住居同士で同様の常態位置の型と

なることが多い。 
Ⅲ：阿曽浦・相賀浦においては D-N 距離・D-H
距離はほぼ同等の距離であり、世帯主は家族生活

を確保しながら近所との共同的生活を持続して

いる。 
Ⅳ：阿曽浦・相賀浦の常態間距離は、離島集落と

同様に、漁業生産の占める割合が高い集落ほど常

態間距離は短く、特に住居内部空間での常態位置

「D」は屋外空間に近接する傾向がある。 
  
離島集落では磯・浜を中心に漁港施設・公共施

設・店舗等が集約して複合化し、漁業生産および

近隣交流の場として非常に大きな役割・機能を担

っている。さらに集落の漁業形態に応じて、個と

集団の距離感覚としての常態間距離に差異が生

じている。それに対して、阿曽浦は地形的要素に

より集落が 2つに分断されており、その分岐点に
漁港施設・店舗等が存在する。四方を磯・浜に囲

まれる地形条件により、近隣交流の場として機能

する場が多く存在するために距離感覚は短くな

っている。一方、相賀浦は比較的離島に類似した

地形条件となっているが、海上交通以外の手段で

他の集落とも集落間交流が可能である。そのため、

離島集落に比べて磯・浜の持つ中枢的機能が薄れ、

陸上交通での移動可能な範囲にその機能を依存

している。半農半漁的性格も付与して、常態間距

離も若干長くなっていると考えられる。 
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